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１．事業概要

（１）事業目的

南 二 日 町 交 差 点 の 全 体 位 置 図

一般国道１号
南二日町交差点

－ １ －

至 東京

至 名古屋

■一般国道１号は、我が国の社会経済活動を支える主要幹線道路であり、国内交通の東西軸を結ぶ物流の大動脈として重要

な路線です。

■一般国道１号南二日町交差点は、国道１号と伊豆半島の幹線道路である国道１３６号との結節点における延長０．５ｋｍの
交差点であり、観光交通の集中および沼津市、三島市の地域内交通が集中することにより、慢性的に渋滞が発生していました。

■本事業は、道路の冠水対策、交通事故の削減、慢性的な渋滞の解消を目的とした事業であり、平成２６年３月に完成しました。

みなみふつかまち

三島塚原ＩＣ

函南塚本IC

大場・函南ＩＣ

沼津岡宮ＩＣ

沼津ＩＣ

長泉沼津ＩＣ

愛鷹ＩＣ(仮称)

長泉JCT

長泉ＩＣ

三島萩ＩＣ

三島加茂ＩＣ

三島玉沢ＩＣ

東駿河湾環状道路

１
国　 道

２４６
国　 道

１３６
国　 道

１
国　 道

新東名高速道路

東名高速道路

至
名
古
屋

至
東
京

至 伊豆

三島市

裾野市
長泉町

沼津市

清水町

函南町

伊豆の国市

N

函南IC(仮称）

４１４
国　 道

南二日町交差点
延長：０．５ｋｍ

平成26年3月21日完成

至 東京

E1E1A

E70

： 高速道路

： その他道路

： 事業中

H30年10月 撮影



１．事業概要
（２）計画概要

【交差点整備の経緯】

－ ２ －

三島塚原ＩＣ

函南塚本IC

大場・函南ＩＣ

沼津岡宮ＩＣ

沼津ＩＣ

長泉沼津ＩＣ

愛鷹ＩＣ(仮称)

長泉JCT

長泉ＩＣ

三島萩ＩＣ

三島加茂ＩＣ

三島玉沢ＩＣ

東駿河湾環状道路

１
国　 道

２４６
国　 道

１３６
国　 道

１
国　 道

新東名高速道路

東名高速道路

至
名
古
屋

至
東
京

至 伊豆

三島市

裾野市
長泉町

沼津市

清水町

函南町

伊豆の国市

N

函南IC(仮称）

４１４
国　 道

南二日町交差点
延長：０．５ｋｍ

至

名
古
屋

至

東
京

E1E1A

E70

平成19年2月 ・（上り）右折２車線化
・（上り）右折滞留長延伸

平成21年2月 ・橋梁架け替え
・交差点の嵩上げ

平成26年3月 ・（下り）右折車線設置
・側道の集約
・横断歩道橋の設置
・合流車線設置
（R136左折フリー化）

： 高速道路

： その他道路

： 事業中

至 伊豆

事業名
一般国道１号

南二日町交差点

延長 ０．５ｋｍ

道路規格 第３種第２級

設計速度 ５０ｋｍ／ｈ

車線数 ２車線

都市計画決定 平成４年度

事業化 平成元年度

用地着手年度 平成６年度

工事着手年度 平成１１年度

工事完成年度 平成２５年度

全体事業費 ６４億円

Ｂ／Ｃ １．０２

至 東京

※平成２７年度全国道路・街路交通情勢調査結果

228百台/日

441百台/日
371百台/日

N

【整備後】

右折２車線化
右折滞留長延伸

横断歩道橋の設置

上り

下り
右折車線設置
側道の集約

橋梁架け替え

至 三島
交差点の嵩上げ

合流車線設置

N

至

名
古
屋

至

東
京

至 伊豆

【整備前】

上り

下り

至 三島
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２．評価の視点

－ ３ －

①道路の冠水対策

■南二日町交差点周辺の冠水による通行止時間

冠水が

解消！

南二日町交差点の冠水対策前は、大雨の度に冠水して、
細い迂回路を通らざるを得ず困っていたが、対策後は
冠水による通行止めがなくなり助かっている。

（１）事業効果の発現状況

冠水対策後（Ｈ29.9）

冠水対策前（Ｈ20.7）

出典：タクシー会社ヒアリング結果（H28.1）

Ｈ20年7月撮影

Ｈ29年9月撮影

出典：沼津河川国道資料

至 名古屋 至 東京

盤上げ

※本線橋架替え

※盤上げによるクリアランス不足に対して本線橋を架け替え

本線橋

：対策前の構造物

ポンプ室

至 名古屋 至 東京

本線橋

強 制排 水
ポンプで強制排水しても
大雨時には冠水し通行不能

【冠水対策前】

【冠水対策後】

通 行 不 能

通 行 可 能

■大雨時に道路が冠水し通行不能となり、最大約８時間の通行止めが発生。

■冠水対策として実施した盤上げにより、大雨時の道路冠水が解消。

至 名古屋

至 東京

至 名古屋

至 東京

盤上げにより大雨時でも
安全な通行が可能

Ｈ21.2
交差点の
盤上げ完了

最大約90cm
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東
京

N

２．評価の視点

－ ４ －

②交通事故の削減

■南二日町交差点整備後の死傷事故件数は、整備前に比べ約６割削減。追突事故は整備前に比べ約７割削減。

■死傷事故件数の削減

（１）事業効果の発現状況

事故件数が

約６割削減！

１３６
国　 道

南二日町交差点
事故集計区間

23

18

9

出典：交通事故・道路統合データベース

至 伊豆
国道136号

平成26年 3月撮影

歩道橋

■死傷事故発生状況

国道1号

１
国　 道

至 三島

：整備前（Ｈ15～Ｈ16）
：上り線右折2車線化後（Ｈ19～Ｈ20）
：整備後（Ｈ27～H28）

交差点付近で発生して
いた交通事故が削減

整備前
（Ｈ15～Ｈ16）

上り線
右折2車線化後
（Ｈ19～Ｈ20）

整備後
（Ｈ27～H28）

追突事故が

約7割削減！

至 三島

至 伊豆

至
東
京

至
名
古
屋

歩道橋

H19年2月
右折2車線化

右折滞留長延伸

H26年3月
横断歩道橋の設置、合流車線設置

（R136左折フリー化）



２．評価の視点
（１）事業効果の発現状況

－ ５ －

③慢性的な渋滞の解消

■直進車線から混雑する右折車線への車線変更等により最大約１ｋｍの渋滞が発生。

■右折滞留長の延伸、右折車線数増加後は、混雑する右折車線への車線変更が解消し、最大渋滞長が９割減少。

■右折滞留長の延伸、右折車線数の増加による安全確保

＜最大渋滞長が約９割減少＞

車線変更解消

右折車線増加

１車線⇒２車線

滞留長を延伸

70m⇒167m

整備前：H15年8月3日（休日）交通量調査結果
整備後：H19年4月29日（休日）、H25年8月11日（休日）、

H26年3月1日（休日）、H29年8月12日（休日）、交通量調査結果

・整備前は常に渋滞していたが、整備後は渋滞が解消し、急な車線
変更が減り安全に走行できるようになった。

出典：タクシー会社ヒアリング結果（H28.1）

■右折滞留長の延伸及び右折車線数増加による渋滞長の変化

至 名古屋

至 東京

≪整備後≫整備後は車線変更等が解消

Ｈ30年6月撮影
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最
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渋
滞
長
（
m
）

9割減少

H19年2月
右折2車線化

右折滞留長延伸

至 名古屋

至 東京Ｈ22年6月撮影

至

名
古
屋

至 伊豆

至

東
京

（246百台/日） （262百台/日） （289百台/日） （254百台/日） （247百台/日）

※カッコの数値は、国道１号（上り）交差点流入部交通量

車線変更

右折車線

１車線

滞留長

70m

≪整備前≫ 車線変更等により後続が渋滞

割り込み車による渋滞

右折詰まりの渋滞

割り込み車

至 三島

至

名
古
屋

至 伊豆

至

東
京

・整備前は南二日町交差点を避けて輸送していたが、整備後は渋滞
が減り、定時制も確保されている。

出典：物流業者ヒアリング結果（H28.1）
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２．評価の視点

④路線バスの運行サービスの向上

■南二日町交差点の整備により、国道１号と交差する国道136号、三島裾野線の青時間を１７％増加することが可能になった。

■南二日町交差点において、国道１号を横断する西伊豆特急バスは、交差点改良後に約２０分の遅延が解消。

■南二日町交差点を経由するバスルート

三島駅

長岡

修善寺駅

土肥温泉

堂ヶ島

松崎

南二日町交差点

改良前は
通過時に約20分
の遅延が発生

南二日町交差点を経由するバスルートは、三島駅と
堂ヶ島・松崎を結ぶ西伊豆特急があり、平日3便、休日3便
運行している。改良前は南二日町の通過で休日に20分程度
の遅延が生じていたが、改良後は遅延が発生しなくなった。
お客様へのサービスが向上したと感じており、増便も考え

たい。

出典：バス会社ヒアリング結果（H28.1）

（１）事業効果の発現状況

バス経路（三島駅～松崎）
主要なバス停留所

平均２０分
遅延（休日）

■バス運行時間の変化（三島駅～堂ヶ島・松崎間）

■南二日町交差点整備前後の青時間比率（12時間平均）の変化

整備前：H15年8月調査結果、整備後：H29年8月調査結果

至

名
古
屋

至

東
京

至 伊豆

至 三島

至

名
古
屋

至 東京N 【国道136号・三島裾野線】

17％増加
三島
裾野線

N

E1

E1A

E70

バス経路（三島駅～松崎）

遅延０分

－ ６ －



３．社会経済情勢の変化

①幹線ネットワークの拡充

■平成21年7月に東駿河湾環状道路（沼津岡宮IC～三島塚原IC間）が開通し、その後、平成24年4月に新東名高速道路（御殿

場JCT～浜松いなさJCT間）が開通、平成26年2月には東駿河湾環状道路（三島塚原IC～函南塚本IC間）が順次開通した

ことで、幹線ネットワークが拡充し、東西交通の断面では、約３．５万台交通量が増加。

－ ７ －

■社会経済情勢の変化

年次 経緯

平成21年7月27日 東駿河湾環状道路（沼津岡宮IC～三島塚原IC間）開通

平成24年4月14日 新東名高速道路(御殿場JCT～浜松いなさJCT間)開通

平成26年2月11日 東駿河湾環状道路（三島塚原IC～函南塚本IC間）開通

■交通量の推移

万台/日

出典：H17,H22,H27年度全国道路・街路交通情勢調査
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15.8万台
16.9万台

19.3万台

6.6 4.1

4.6

1.5 2.4

4.3 4.0 3.8
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3.5万台増

三島塚原ＩＣ

函南塚本IC

大場・函南ＩＣ

沼津岡宮ＩＣ

愛鷹ＩＣ(仮称)

長泉JCT

長泉ＩＣ

三島萩ＩＣ

三島玉沢ＩＣ

東駿河湾環状道路

１
国　 道

２４６
国　 道

１３６
国　 道

１
国　 道

東名高速道路

至

名
古
屋

至

東
京

至 伊豆

三島市

裾野市

長泉町

沼津市

清水町

函南町

函南IC(仮称）
４１４
国　 道

南二日町交差点
延長：０．５ｋｍ

交通量比較断面

新東名高速道路

E1

E1A

： 高速道路

： その他道路

： 事業中

N

１
国　 道

２４６
国　 道

E70

至 東京

沼津ＩＣ

長泉沼津ＩＣ

三島加茂ＩＣ

平成２１年７月 開通

平
成

年
２
月

開
通

２６

■ 新東名高速道路

■ 東名高速道路

■ 東駿河湾環状道路

■ 国道２４６号

■ 国道１号



４．対応方針（案）

－ ８ －

（１）今後の事業評価の必要性
■一般国道１号南二日町交差点は事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、今後の事後評価の

必要はないと考えます。

（２）改善措置の必要性
■一般国道１号南二日町交差点は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考えます。

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
■同種事業の計画・調査にあたっては、道路整備による多面的な効果の把握に努める必要があると考えます。

また、事業評価手法の見直しの必要はないと考えます。


